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会  議  録 

会 議 名 令和元年度 山陽小野田市男女共同参画審議会（第１回） 

開催日時 令和元年７月２日（火） １５時３０分～１６時４０分 

開催場所 山陽小野田市役所３階小会議室 

出 席 者 

池田 容子、末永 郁恵、安達 裕美 

山本 シゲ子、大本 章男、岡部 つや子 

大田 雄基、篠原 明子、末山 泰彦 

委 員 数 12名 

出席者数  9名 

欠 席 者 有田 光枝、野口 嘉一、松原 秀樹 

事務局等 
市民部長 城戸 信之、市民部次長兼市民生活課長 藤山 雅之、 

市民生活課主幹 梶間 純子、市民生活課主任 岡野 文恵 

会議次第 

１ 開会 

２ 辞令交付 

２ 市長あいさつ 

３ 自己紹介 

５ 議題 

（１）「さんようおのだ男女共同参画プラン 平成３０年度実績報告及び

令和元年度実施計画」について 

６ 閉会 

会議内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開会 

２ 辞令交付（交代者 ２名） 

３ 市長あいさつ 

４ 自己紹介 

委員、事務局が自己紹介した。 

５ 議題 

（１）「さんようおのだ男女共同参画プラン 平成３０年度実績報告及び

令和元年度実施計画」について 

 

（１）について、事務局より説明し、「実績報告及び実施計画意見」、

「男女共同参画の社会づくり」に関するご意見等をいただいた。 

 

委員：プラン（１６ページ）の「性と生殖に関する健康・権利」に関する

意識啓発については、相談件数が０件だからＥ評価なのか。 

事務局：担当課のコメントは、相談実績がないため、相談窓口を周知して

いく必要があるとなっている。 

 本日、欠席の委員から『「Ｈ３０事業実績」の欄で相談件数が０件の事
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業について、担当課の評価がＤ、Ｅと低くなっている。相談窓口を設置

していないのであれば、評価は低くなるが、相談実績がないことは、評

価が低いことにはならないのではないか。評価が難しい場合は、評価欄

は「―」とし、評価コメントを記載すればよいのではないか』というご

意見があった。 

委員：評価については、周知の方法がよかったか、相談しやすい環境であ

ったかを含めて評価する必要があるのではないか。 

事務局：市民生活課も含めて、該当課に確認する。 

委員：主な周知方法としては広報だが、広報を全て見ている人はどのぐら

いいるのだろうか。有効な周知方法について、検討することも必要では

ないだろうか。 

委員：お互いの立場を尊重、評価し、男女共同参画への理解は少しずつ浸

透していると感じている。私は、広報を全て見ている。お尋ねがあった

場合に対応できるようにしている。 

委員：プラン（６ページ）の「地域活動団体の意思決定の場への女性の参

画促進」について、評価がＣでコメントに女性理事の数を増やす必要が

あるとなっているが、呼びかけて、女性の理事を増やす必要があるとい

うことか。女性が少ないと男女平等ではないということか。 

事務局：男女の幅広い意見により組織の運営がなされることを目指してい

る。 

事務局：女性団体等からリーダーを育成できるよう啓発活動を行ってい

く。 

事務局：市の委員は、男女比５０％：５０％を目指している。女性が出席

しやすい時間帯に会議を行うなど積極的に参加できる環境を整えてい

る。 

委員：男女共同参画は幅広いと感じた。地域の活動では、女性の参加者が

多く男性にもっと参加していただきたい。 

委員：基本目標を決め、色々な課が取り組んでいる。来年度は今年度の評

価より上がるよう努力してほしい。 

委員：男女共同参画の推進は以前より行われており良いと思う。女性の方

で、能力はお持ちだが、個々の事情で役員になってもらえない現状があ

る。無理やりお願いしても負担になる。リーダーでなくても女性に意見

を言える雰囲気、役員会でなくても男女が共に話し合えば、それが男女

共同参画社会に繋がっていくという認識である。 

委員：幅広く大変と思うが、評価までされて良いと思う。プラン（２ペー

ジ）に「ひだまりサロンへの協力」とあるが何課が担当されているのだ

ろうか。 

事務局：健康増進課となっている。事業内容については、担当課に確認し

連絡する。 

委員：男性の理解や協力が必要になってくるので、男性への働きかけが必
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要だと思った。 

委員：小・中学校の児童生徒では、女の子だから男の子だからといった考

えをしているようには、見受けられない。生徒会長も男女関係ない。こ

の子たちが成長して、どのような社会になるか楽しみである。一人ひと

りが、その個性、能力を発揮できればと思う。 

委員：普段接している大学生たちも、男女の区別なく譲り合い、助け合っ

ている。男女共同参画という難しい言葉は使わなくても、身に付いてい

るのではないかと思える場面に日常的に接する。この人たちが社会に出

て行ったら、私たちが希望する社会になるのではないかと明るい展望を

持っている。男女共同参画は色々な側面から見ることができる。ここに

載っていないこともたくさんあると思うが、本当に奥が深いと感じる。

色々な人と関わって、いろんなことが学べるといいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


